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一尋生
命
保
険
法
の
改
正

（二

・
完
）

総
税
生
命
保
険
契
約
の
意
義
及
び
．要
素

生
命
保
険
契
約
の
成
立

保
険
者
の
責
任
の
開
始

告
知
義
務

Ⅶ
　
保
険
者
の
義
務

三
〇
　
書
面
交
付
義
務

一襟
険
証
券
交
付
義
務
）

①
　
商
法
で
は
、
保
険
者
は
、
保
険
契
約
者
の
請
求
に
よ
り
、

る
旨
を
定
め
る
と
と
も
に

（商
法
六
四
九
条
一
項
一
六
人
三
条
〓
項
）、

中

西

正

明

保
険
契
約
者
及
び
保
険
金
受
取
人
の
義
務

（以
上
は
大
阪

学
院‥
大
学
法
学
研
究
二
五
一巻
二
十
所
・収
）

保
険
者
の
義
務

第
二
者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約

保
険
金
請
求
権
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
の
被
保
険
者
め
同
意

生
命
保
険
契
約
の
終
了

保
険
証
一券
を
作
成
し
て
こ
れ
を
保
険
契
約
者
に
交
付
す
る
こ
と
を
要
す

生
命
保
険
の
保
険
証
券
に
は
、
①
保
険
契
約
の
種
類‐
‐、
②
被
保
険
者

の

29(37-129)生命保険法の改正 (二 完ヽ)(中‐西)
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氏
名
、
③
保
険
金
受
取
人
を
定
め
た
と
き
は
そ
の
者
の
氏
名
、
④
保
険
者
の
負
担
し
た
危
険
、
⑤
保
険
金
額
、
⑥
保
険
料
お
よ
び
そ
の
支

払
の
方
法
、
⑦
保
険
期
間
を
定
め
た
と
き
は
そ
の
始
期
及
び
終
期
、
③
保
険
契
約
者
の
氏
名
ま
た
は
商
号
、
⑨
保
険
契
約
の
年
月
日
、
⑩

保
険
証
券
の
作
成
地
お
よ
び
そ
の
作
成
の
年
月
日
、
の
各
事
項
を
記
載
し
、
保
険
者
が
こ
れ
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
し
て

い
た

（商
法
六
七
九
条
）。

②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
四
〇
条

（生
命
保
険
契
約
の
締
結
時
の
書
面
交
付
）

①
　
保
険
者
は
、
生
命
保
険
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
保
険
契
約
者

に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一　

保
険
者
の
氏
名
又
は
名
称

一
一　
保
険
契
約
者
の
氏
名
又
は
名
称

〓
一　
被
保
険
者
の
氏
名
そ
の
他
の
被
保
険
者
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

四
　
保
険
金
受
取
人
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
の
保
険
金
受
取
人
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

五
　
保
険
事
故

エハ
　
そ
の
期
間
内
に
保
険
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
保
険
給
付
を
行
う
も
の
と
し
て
生
命
保
険
契
約
で
定
め
る
期
間

七
　
保
険
給
付
の
額
及
び
そ
の
方
法

八
　
保
険
料
及
び
そ
の
支
払
の
方
法

九
　
第
五
六
条
第

一
項
第

一
号
の
通
知
を
な
す
べ
き
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

十
　
生
命
保
険
契
約
を
締
結
し
た
年
月
日
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十

一　
書
面
を
作
成
し
た
年
月
日

②
　
前
項
の
書
面
に
は
、
保
険
者

（法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
″Ｌ
は
、
そ
の
代
表
者
）
が
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③
　
商
法
で
は

「保
険
証
券
」
と
い
っ
て
い
た
の
に
、
保
険
法
で
は
こ
の
言
葉
を
使
用
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
保
険

法
で
は
共
済
契
約
も
保
険
契
約
の
中
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ

（同
法
．一条
百
し
、
共
済
契
約
で
は
例
え
ば
共
済
証
書
と
い
う
名
称
が
使
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
保
険
証
券
と
い
う
言
葉
で
は
、
そ
の
法
律
上
の
性
質
が
有
価
証
券
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
問
題
が
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
者
の
点
は
、
保
険
法
の
規
定
の
上
で
そ
の

趣
旨
が
十
分
に
出
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
保
険
法
四
〇
条
は
任
意
規
定
で
あ
る
。
保
険
会
社
の
生
命
保
険
契
約
に
関
し
て

保
険
証
券
の
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
は
差
支
え
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
も
保
険
証
券
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ

′０
。④

　
商
法
で
は
、
保
険
者
は
保
険
契
約
者
か
ら
保
険
証
券
交
付
の
請
求
が
あ

っ
た
場
合
に
こ
れ
を
交
付
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
た
が
、

保
険
法
で
は
保
険
契
約
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
こ
と
は
要
件
で
は
な
い
。
保
険
者
は
、
保
険
契
約
者
の
請
求
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
保
険

証
券
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
従
来
の
生
命
保
険
の
実
務
で
は
、
保
険
者
は
保
険
契
約
者
の
請
求
が
な
い
場
合
で
も
保

険
証
券
を
交
付
す
る
の
が
通
常
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑤
　
保
険
証
券
の
記
載
事
項
の
面
で
も
若
千
の
相
違
が
あ
る
。
と
く
に
保
険
法
四
〇
条

一
項
九
号
の

「第
五
六
条
第

一
項
第

一
号
の
通

知
を
す
べ
き
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨
」
は
、
保
険
法
で
あ
ら
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
危
険
増
加
の
通

知
義
務
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。
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一二
一　

保
険
給
付
を
行
な
う
義
務

（保
険
金
支
払
義
務
）

商
法
で
は
生
命
保
険
契
約
の
定
義
規
定
で
あ
る
商
法
六
七
三
条
で
は

「生
命
保
険
契
約
は
当
事
者
の

一
方
が
相
手
方
又
は
第
二
者
の
生

死
に
関
し

一
定
の
金
額
を
支
払
ふ
べ
き
こ
と
を
約
し
相
手
方
が
之
に
其
報
酬
を
与
ふ
る
こ
と
を
約
す
る
に
因
り
て
其
効
力
を
生
ず
」
と
規

定
し
て
お
り
、
保
険
者
の
免
責
事
由
を
定
め
る
六
八
〇
条

一
項
の
柱
書
で
は

「左
の
場
合
に
於
て
は
保
険
者
は
保
険
金
額
を
支
払
ふ
責
に

任
ぜ
ず
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
下
で
学
説
は

「保
険
者
は
保
険
事
故
が
生
じ
た
と
き
に
保
険
金
を
支
払
う
義
務
を
負

う
。
た
だ
し
、
保
険
者
免
責
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
」
等
の
説
明
を
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
、
生
命
保
険
契
約
に
お
い
て
保
険
者
が
な
す
べ
き
給
付
は

「金
銭
の
支
払
に
限
る
」
と
い
う
規
定
は
あ
る

が

（二
条
一
二

、
生
命
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
保
険
金
額
、
保
険
金
支
払
義
務
、
保
険
金
請
求
権
と
い
う
言
葉
は
使
用
し
て
い
な
い
。

保
険
法
は
、
生
命
保
険
契
約
に
つ
い
て
は

「保
険
給
付
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
保
険
法
二
条
八
号
に
よ
れ
ば
、

生
命
保
険
契
約
と
は
、
「保
険
契
約
の
う
ち
、
保
険
者
が
人
の
生
存
又
は
死
亡
に
関
し

一
定
の
保
険
給
付
を
行
う
こ
と
を
約
す
る
も
の

（傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。ご

を
い
う
。
保
険
法
四
〇
条

一
項
七
号
に
よ
れ
ば
、
保
険
契
約
締
結
時
に
保
険
者
が
保

険
契
約
者
に
対
し
て
交
付
す
る
書
面
に
は

「保
険
給
付
の
額
及
び
そ
の
方
法
」
を
記
載
す
べ
き
で
あ
る
。
保
険
者
免
責
事
由
を
定
め
る
保

険
法
五

一
条

一
項
柱
書
で
は

「死
亡
保
険
契
約
の
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
保
険
給
付
を
行
う
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
規
定

し
て
い
る
。

保
険
法
が
こ
の
よ
う
に
生
命
保
険
契
約
に
関
し
て
保
険
金
、
保
険
金
額
、
保
険
金
支
払
義
務
、
保
険
金
請
求
権
等
の
言
葉
を
使
わ
な
い

理
由
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
以
下
の
説
明
で
は
、
従
来
の
学
説

・
判
例
上
の
議
論
と
の
つ
な
が
り
の
面
を
考
慮
し
、
生

命
保
険
契
約
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
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〓
〓
一　
保
険
金
支
払
義
務

（支
払
事
由
）

上
記
三

一
で
も
あ
る
程
度
述
べ
た
が
、
保
険
者
は
、
保
険
契
約
所
定
の
保
険
事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
し
た
が
っ
て
①
生
存
保
険
の
場

合
に
は
被
保
険
者
が
生
存
し
て
満
期
を
迎
え
た
と
き
に
、
②
死
亡
保
険
の
場
合
に
は
保
険
期
間
内
に
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
③

養
老
保
険
の
場
合
に
は
被
保
険
者
が
保
険
期
間
内
に
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
被
保
険
者
が
生
き
て
満
期
を
迎
え
た
と
き
に
、
保
険
金
を
支

払
う
義
務
を
負
う
。
こ
れ
が
生
命
保
険
契
約
に
も
と
づ
く
保
険
者
の
中
心
的
な
義
務
で
あ
る
。
た
だ
し
、
死
亡
保
険
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
の
自
殺
な
ど
の
保
険
者
免
責
事
由
が
あ
り
、
こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
。

〓
百
一　
保
険
金
支
払
義
務

（保
険
者
免
責
事
由
）

０
　
商
法
は
、
保
険
者
は
次
の
場
合
に
は
保
険
金
額
を
支
払
う
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
し
て
い
た
。

①
・　
被
保
険
者
が
自
殺
、
決
闘
そ
の
他
の
犯
罪
又
は
死
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
き

Ｔ
（
八
〇
条
一
項
百
ｔ
。

②
・　
保
険
金
額
を
受
取
る
べ
き
者
が
故
意
に
被
保
険
者
を
死
亡
さ
せ
た
と
き
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
保
険
金
額
の

一
部
を
受
取
る
べ
き

場
合
に
お
い
て
は
、
保
険
者
は
そ
の
残
額
を
支
払
う
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

↑
ハ
八
〇
条
一
項

．せ

。

③
・　
保
険
契
約
者
が
故
意
に
被
保
険
者
を
死
亡
さ
せ
た
と
き

（商
法
・́ハ
八
〇
条
一
項

‐
ｉ
ｔ
。

④
・　
被
保
険
者
が
戦
争
そ
の
他
の
変
乱
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
き

（商
法
一ハ
四
〇
条
、
」（
八
一
条
一
Ｌ

。

②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

保
険
法
五

一
条

（保
険
者
の
免
土塁
　
死
亡
保
険
契
約
の
保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
保
険
給
付
を
行
う
責
任
を
負
わ
な
い
。

た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
被
保
険
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
保
険
金
受
取
人
以
外
の
保
険
金
受
取
人
に
対
す
る
責
任
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に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

被
保
険
者
が
自
殺
を
し
た
と
き
。

一
一　
保
険
契
約
者
が
被
保
険
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
と
き

釜則
号
に
掲
げ
る
場
〈口を
除
く
）。

〓
一　
保
険
金
受
取
人
が
被
保
険
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
と
き

釜聖

一号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
）。

四
　
戦
争
そ
の
他
の
変
乱
に
よ
っ
て
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
。

０
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
商
法
所
定
の
保
険
者
免
責
事
由
の
う
ち
の

「被
保
険
者
が
決
闘
そ
の
他
の
犯
罪
又
は
死
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
死

亡
し
た
と
き
」
は
、
保
険
法
で
は
保
険
者
免
責
事
由
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
免
責
事
由
は
、
商
法
の
規
定
の
下
で
は
、
約
款
の
規

定
に
よ
り
こ
れ
を
保
険
者
免
責
事
由
か
ら
除
外
し
て
い
る
保
険
会
社
が
相
当
数
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
か
か

る
約
款
規
定

（従
っ
て
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
の
場
合
に
も
保
険
金
を
支
払
２ヽ
日
の
約
款
規
定
）
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
学
説
で
は
見
解
が
わ
か
れ
、

①
か
か
る
約
款
規
定
は
犯
罪
者
を
し
て
後
顧
の
う
れ
い
な
く
犯
行
に
つ
か
せ
る
も
の
で
無
効
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
、
②
犯
罪
行
為
に
よ

る
死
亡
の
場
合
に
保
険
金
の
支
払
を
な
す
べ
き
も
の
と
し
て
も
、
生
命
保
険
契
約
が
不
法
の
目
的
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
や
、
生
命
保
険

契
約
が
犯
罪
を
助
長
す
る
お
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
ま
た
犯
罪
者
に
対
す
る
制
裁
は
そ
の
者
自
身
に
限
定
す
る
の
が
適
当
で
あ

る
の
で
、
か
か
る
場
合
に
も
保
険
金
を
支
払
う
べ
き
も
の
と
す
る
約
款
規
定
も
無
効
と
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
見
解
と
が
あ
る
。

保
険
法
は

「被
保
険
者
の
犯
罪
行
為
に
よ
る
制
裁
を
そ
の
遺
族
に
科
す
の
は
相
当
で
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
」
、
決
闘
そ
の
他
の
犯
罪
又

は
死
刑
の
執
行
に
よ
る
死
亡
を
保
険
者
免
責
事
由
か
ら
除
外
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
保
険
法
の
下
で
は
、
犯
罪
行
為
に
よ
る
死
亡
の

場
合
に
保
険
金
を
支
払
う
旨
の
約
款
規
定
は
有
効
と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

④
　
被
保
険
者
の
自
殺
が
そ
の
時
期
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
保
険
者
免
責
事
山
と
な
る
こ
と
は
、
商
法
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
商
法
の
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規
定
の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
保
険
者
の
責
任
開
始
の
日
か
ら

一
定
の
期
間
を
定
め

（こ
れ
を

「自
殺
免
責
期
間
」
と
い
２
、
こ
の
期
間

内
に
お
け
る
自
殺
を
保
険
者
免
責
事
由
と
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
自
殺
免
責
期
間
の
長
さ
は
保
険
会
社
に
よ

っ
て
異

な
り
、
二
年
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
を
三
年
と
し
て
い
る
会
社
も
あ
る
。
保
険
法
の
ド
に
お
け
る
こ
の
約
款
規
定
の
取
扱
い
が
間

題
と
な
る
が
、
保
険
法
五

一
条
は
任
意
規
定
で
あ
り
、
こ
の
約
款
規
定
は
保
険
法
に
よ

っ
て
直
接
の
影
響
を
う
け
る
も
の
で
は
な
い
と
解

釈
さ
れ
る
。
保
険
者
は
そ
の
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
保
険
法
の
下
で
も
約
款
で
自
殺
免
責
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
四
　
保
険
金
支
払
義
務

（履
行
期
）

０
　
保
険
者
が
保
険
金
の
支
払
を
す
る
に
は
、
保
険
事
故
の
発
生
不
発
生
、
保
険
者
免
責
事
由
の
存
否
等
、
保
険
金
請
求
権
に
関
連
す

る
諸
事
項
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
の
関
連
で
、
保
険
金
支
払
義
務
の
履
行

期
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

●
　
商
法
に
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
特
別
の
規
定
が
な
く
、
民
法
の
規
定
と
の
関
係
で
は
、
保
険
金
支
払
義
務
は

「債
務
の
履
行
に

つ
い
て
期
限
を
定
め
な
か

っ
た
場
合
」
に
あ
た
り
、
民
法
四

一
二
条
三
項
に
よ
り
、
保
険
者
は

「履
行
の
請
求
を
受
け
た
時
か
ら
遅
滞
の

責
任
を
負
う
」
と
解
す
る
の
が
通
説
的
見
解
で
あ
る
。

③
　
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
保
険
約
款
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
生
命
保
険
契
約
で
は
、
①
保

険
金
支
払
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
保
険
契
約
者
及
び
保
険
金
受
取
人
は
直
ち
に
そ
れ
を
会
社
に
通
知
す
る
こ
と
を
要
す
る
旨
、
及
び
②

保
険
金
受
取
人
は
約
款
所
定
の

（被
保
険
者
の
死
亡
診
断
書
等
２

必
要
書
類
を
提
出
し
て
保
険
金
を
請
求
す
る
こ
と
を
要
す
る
旨
を
定
め
る

と
と
も
に
、
③
保
険
者
は
事
実
の
確
認
の
た
め
と
く
に
時
日
を
要
す
る
場
合
の
ほ
か
、
上
記
の
必
要
書
類
が
会
社
の
本
店
に
到
達
し
て
か
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ら
五
日
以
内
に
保
険
金
を
支
払
う
旨
を
定
め
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
こ
こ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
保
険
者
が
支
払
を
な
す
べ
き
期
間
を

猶
予
期
間
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

０
　
こ
の
種
の
約
款
規
定
は
、
火
災
保
険
契
約
の
約
款
に
も
み
ら
れ
る
。
火
災
保
険
約
款
で
は
、
「当
会
社
は
、
保
険
契
約
者
又
は
被

保
険
者
が
第

一
七
条

（損
害
ま
た
は
傷
十
日発
生
の
場
合
の
■
続
）
の
規
定
に
よ
る
手
続
き
を
し
た
日
か
ら
三
〇
日
以
内
に
、
保
険
金
を
支
払

い

ま
す
。
た
だ
し
、
当
会
社
が
、
こ
の
期
間
内
に
必
要
な
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
終
え
た
後
、
遅
滞
な
く
、
保

険
金
を
支
払

い
ま
す
」
と
規
定
し
て
い
る

（同
約
款
一
三
条
）。

“
　
最
高
裁
平
成
九
年
二
月
二
五
日
判
決

（民
集
五
一
董
十
二

五
上ハ
五
頁
）
は
、
こ
の
火
災
保
険
約
款
の
規
定
に
つ
い
て
、
こ
の
規
定
の

本
文
は
、
三
〇
日
の
猶
予
期
間
の
経
過
に
よ
り
保
険
金
支
払
の
履
行
期
が
到
来
す
る
こ
と
を
定
め
た
保
険
金
支
払
時
期
に
つ
い
て
の
約
定

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
但
し
書
は
、
合
理
性
が
な
く
、
「
こ
れ
自
体
で
は
保
険
契
約
者
等
の
法
律
１１
の
権
利
義
務
の
内
容
を
定
め

た
特
約
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
」
、
保
険
会
社
は
三
〇
日
の
猶
予
期
間
内
に
必
要
な
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
で
も
、

右
期
間
の
経
過
後
は
保
険
金
の
支
払
に
つ
い
て
遅
滞
の
責
を
負
う
、
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
の
保
険
契
約
で
は
、
昭
和
六
〇
年

一
月
二
日
に
火
災
が
発
生
し
た
。
関
係
者
に
よ
る
放
火
の
疑
い
が
あ
り
、
警
察
の
捜
査
が

行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
決
め
手
を
得
る
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
平
成
四
年

一
月
二
日
の
経
過
に
よ
り
放
火
事
件
の
公
訴
時
効
が
完
成
し
た
。

原
告

（被
保
険
者
で
あ
る
会
社
）
が
保
険
金
の
支
払
及
び
昭
和
六
〇
年

一
月
四
日
か
ら
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
の
に
対
し
、
被
告

保
険
会
社
）
は
故
意
の
保
険
事
故
招
致
に
よ
る
免
責
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
保
険
金
支
払
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
に
そ
の
支
払
に

つ
き
被
告
が
遅
滞
の
責
任
を
負
う
の
は
、
平
成
四
年

一
月
二
日
か
ら
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
二
審
裁
判
所
は
、
保
険
者
の
故
意
の
事
故

招
致
に
よ
る
免
責
の
主
張
を
排
斥
し
て
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
う
も
の
と
し
た
が
、
原
告
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
請
求
に
つ
い
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て
は
、
保
険
者
は
平
成
四
年

一
月
二
日
ま
で
は
必
要
な
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
同
＝
ま
で
の
分
の

請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
保
険
者
は
、
被
保
険
者
が
約
款

一
七
条
の
手
続
を
し
た
日
か
ら
三
〇
Ｈ
を
経
過
し
た
日

で
あ
る
昭
和
六
〇
年
二
月
七
日
か
ら
遅
延
損
害
金
を
支
払
う
責
任
が
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
原
審
の
判
断
に
は
約
款
の
解
釈
を
誤

っ

た
違
法
が
あ
る
と
判

小
し
て
い
る
。

⑥
　
最
高
裁
平
成
九
年
二
月
二
五
日
判
決
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
火
災
保
険
約
款
三
二
条
の
本
文
は
、
三
〇
日
の
猶
予
期
間
の
経
過
に

よ
り
保
険
金
支
払
の
履
行
期
が
到
来
す
る
こ
と
を
定
め
た
保
険
金
支
払
時
期
に
つ
い
て
の
約
定
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
約
款
の

二
二
条
但
し
書
き
は
合
理
性
が
な
く
、
こ
れ
自
体
で
は
保
険
契
約
者
等
の
法
律
上
の
権
利
義
務
の
内
容
を
定
め
た
特
約
と
解
す
る
こ
と
は

で
き
な

い
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
判
旨
中
の
約
款
三
二
条
た
だ
し
書
に
関
す
る
最
高
裁
の
判
断
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

（①
②
③
等
の
記

号
は
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
）。

「…
…
約
款
三
二
条
た
だ
し
書
は
、
保
険
会
社
が
有
猶
予
期
間
内
に
必
要
な
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
終
え

た
後
、
遅
滞
な
く
保
険
金
を
支
払
う
旨
を
定
め
て
い
る
の
し
か
し
、
①
有
た
だ
し
書
の
文
言
は
極
め
て
抽
象
的
で
あ
っ
て
、
何
を
も
っ
て

必
要
な
調
査
と
い
う
の
か
条
項
Ｌ
明
ら
か
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
②
保
険
会
社
に
お
い
て
必
要
な
調
査
を
終
え
る
べ
き
期
間
も
明
示
的
に

限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
③
保
険
会
社
に
お
い
て
所
定
の
猶
予
期
間
内
に
必
要
な
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
、

一
方
的
に
保
険
契
約
者
等
の
側
に
の
み
保
険
金
支
払
時
期
が
延
伸
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
不
利
益
を
負
担
さ
せ
、
他
方
保
険
会
社
の
側
は
支

払
期
限
猶
予
の
利
益
を
得
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
前
例
示
の
損
害
保
険
契
約
の
趣
旨
、
目
的
と
相
い
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
④
保
険
契
約
者
等
が
調
査
を
妨
害
し
た
な
ど
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
保
険
金
支
払
時
期
の
延
伸
に
つ
い
て
保
険
会

社
が
全
く
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
結
果
を
直
ち
に
是
認
す
べ
き
合
理
的
理
由
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑤
以
上
を
勘
案
す
れ
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ば
、
同
条
た
だ
し
書
は
、
こ
れ
自
体
で
は
契
約
者
等
の
法
律
上
の
権
利
義
務
の
内
容
を
定
め
た
特
約
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
保
険
会

社
に
お
い
て
、
所
定
の
猶
予
期
間
内
に
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
あ

っ
て
も
、
速
か
に
こ
れ
を
終
え
て
保
険
金
を
支

払
う
べ
き
旨
の
事
務
処
理
上
の
準
則
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
危
険
防
止
の
た
め
に
被
災
現
場
へ

の
立
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
た
な
ど
、
保
険
会
社
と
保
険
契
約
者
等
の
い
ず
れ
の
責
に
帰
す
こ
と
も
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
猶
予
期
間
内

に
所
要
の
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
保
険
会
社
は
、
保
険
金
に
猶
予
期
間
経
過
後
の
遅
延
損
害
金
を
付
し
て
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
さ
き
に
判
示
し
た
と
こ
ろ
に
照
ら
せ
ば
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
、
当
事
者

間
の
衡
平
に
か
な
う
と
と
も
に
、
損
害
保
険
契
約
に
お
け
る
双
方
当
事
者
の
意
思
に
沿
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

０
　
私
見
は
、
こ
の
判
決
に
は
疑
間
が
あ
る
と
思
う
。
本
判
決
は
、
保
険
会
社
に
早
い
時
期
か
ら
遅
延
損
害
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
を

と
く
に
重
視
す
る
見
解
を
と
り
、
保
険
会
社
に
対
し
て
、
保
険
事
故
等
の
調
査
が
終
る
よ
り
前
に
保
険
金
を
支
払
う
と
い
う
困
難
な
作
業

を
行
な
う
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

③
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
五
二
条

（保
険
給
付
の
履
行
期
）

①
　
保
険
給
付
を
行
う
期
限
を
定
め
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
当
該
期
限
が
、
保
険
事
故
、
保
険
者

が
免
責
さ
れ
る
事
由
そ
の
他
の
保
険
給
付
を
行
う
た
め
に
確
認
を
す
る
こ
と
が
生
命
保
険
契
約
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
の
確
認
を
す

る
た
め
の
相
当
の
期
間
を
経
過
す
る
日
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
経
過
す
る
日
を
も
っ
て
保
険
給
付
を
行
う
期
限
と
す

′
０

。

②
・　
保
険
給
付
を
行
う
期
限
を
定
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
保
険
者
は
、
保
険
給
付
の
請
求
が
あ

っ
た
後
、
当
該
請
求
に
係
る
保
険
事
故

の
確
認
を
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
な
い
。
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③
　
保
険
者
が
前
二
項
に
規
定
す
る
確
認
を
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
う
に
当
た
り
、
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受

取
人
が
正
当
な
理
由
な
く
当
該
調
査
を
妨
げ
、
又
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
よ
り
保
険
給
付
を
遅
延
し
た
期
間

に
つ
い
て
、
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

（五
二
条
一
項
及
び
五
三
条
三
項
は
、
片
面
的
強
行
規
定
で
あ
る
。
保
険
法
五
三
条
）。

０
　
保
険
法
五
二
条

一
項
に
よ
れ
ば
、
約
款
で
保
険
給
付
を
行
な
う
期
限
を
定
め
て
い
る
と
き
は
、
原
サーーー
と
し
て
そ
れ
が
履
行
期
と
な

る
。
し
か
し
、
約
款
所
定
の
履
行
期
ま
で
の
期
間
が
長
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
実
質
上

一
定
範
囲
で
短
縮
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
約
款
所
定
の
履
行
期
が

「保
険
事
故
、
保
険
者
が
免
責
さ
れ
る
事
由
、
そ
の
他
の
保
険
給
付
を
行
う
た
め
に
確
認
す
る
こ
と

が
生
命
保
険
契
約
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
の
確
認
を
す
る
た
め
の
相
当
の
期
間
」
を
経
過
す
る
日
後
の
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
相
当
の

期
間
を
経
過
す
る
日
が
保
険
給
付
を
行
な
う
期
限
と
な
る
。
こ
の
規
定
に
い
う

「保
険
給
付
を
行
う
た
め
に
確
認
を
す
る
こ
と
が
生
命
保

険
契
約
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
」
と
は
、
「そ
の
点
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
生
命
保
険
契
約
の
性
質
上
必
要
な
事
項
」
の
意
味
で
は
な
く
、

「そ
の
点
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
約
款
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
」
の
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
従
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
保
険
者
は
保
険
給
付
の
請
求
に
対
し
ど
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
の
か
、
自
社
が
確
認
を
す
る
事
項
を
約
款
で

一
々

個
別
的
具
体
的
に
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
告
知
義
務
連
反
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

こ
と
を
約
款
で
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

保
険
法
五
二
条

一
項
の

「保
険
給
付
を
行
う
た
め
に
確
認
を
す
る
こ
と
が
生
命
保
険
契
約
Ｌ
必
要
と
さ
れ
る
事
項
」
と
の
文
言
及
び
そ

れ
に
関
す
る
以
上
の
解
釈
は
、
上
記
⑥
で
述
べ
た
最
高
裁
平
成
九
年
二
月
二
五
日
判
決
の

「〔火
災
保
険
約
款
二
二
条
〕
た
だ
し
書
の
文

言
は
極
め
て
抽
象
的
で
あ

っ
て
、
何
を
も

っ
て
必
要
な
調
査
と
い
う
の
か
条
項
上
明
ら
か
で
な
い
」
等
の
判
旨
を
考
慮
し
た
も
の
か
と
思
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わ
れ
る
が
、
実
際
に
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

保
険
法
五
二
条

一
項
で
い
う

「相
当
の
期
間
」
も
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
が
、
萩
本
修
編
著

。
こ
れ

一
冊
で
わ
か
る
―
新
し
い
保
険
法

五
八
頁
で
は
、
こ
れ
は

「合
理
的
な
期
間
」
で
あ
る
と
し
、
「
こ
こ
で
い
う
合
理
的
な
期
間

（条
文
上
は

「相
当
の
期
間
し

は
、
同
種
の
保

険
契
約
に
お
い
て

一
般
的

・
類
型
的
に
ど
の
程
度
の
期
間
が
か
か
る
か
を
基
準
に
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。

⑩
　
五
二
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
約
款
で
保
険
給
付
を
行
な
う
期
限
を
定
め
な
か

っ
た
と
き
は
、
保
険
者
は
、
保
険
給
付
の
請
求
が
あ

っ

た
後
、
当
該
請
求
に
係
る
保
険
事
故
の
確
認
を
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

前
記
の
五
二
条

一
項
で
は
、
保
険
者
が

「保
険
事
故
、
保
険
者
が
免
責
さ
れ
る
事
由
、
そ
の
他
の
保
険
給
付
を
行
な
う
た
め
に
確
認
を

す
る
こ
と
が
生
命
保
険
契
約
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
の
確
認
を
す
る
た
め
」
の
相
当
の
期
間
が
保
険
者
に
容
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

第
二
項
で
は

「当
該
請
求
に
係
る
保
険
事
故
の
確
認
を
す
る
た
め
」
に
必
要
な
期
間
だ
け
が
保
険
者
に
認
め
ら
れ
る
。
第

一
項
が
定
め
て

い
る

「保
険
者
が
免
責
さ
れ
る
事
由
」
等
の
確
認
を
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
は
、
保
険
者
に
容
認
さ
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
の
理
由
と
し

て
は
、
「保
険
者
は
免
責
事
由
等
の
調
査
に
必
要
な
期
間
を
考
慮
し
て
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
期
限
を
定
め

な
か
っ
た
以
上
、
あ
く
ま
で
も
必
要
最
低
限
の
確
認
を
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
限

っ
て
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
と
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

０
　
保
険
法
五
二
条
三
項
は
、
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受
取
人
が
正
当
な
理
由
な
く
保
険
者
の
調
査
を
妨
げ
、
又
は
こ

れ
に
応
じ
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
こ
れ
に
よ
り
保
険
給
付
を
遅
延
し
た
期
間
に
つ
い
て
、
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
な

い
こ
と
を
定

め
て
い
る
。
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二
五
　
保
険
金
支
払
義
務

（消
滅
時
効
）

“
　
商
法
は
保
険
金
支
払
義
務
は
二
年
の
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
定
め
て
い
た

（商
法
上（
本
二
条
上
ハ
ハ
ニ
条
一
項
）。
商
法
の
規
定

の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
消
滅
時
効
期
間
を
三
年
と
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
起
算
点
は

「支
払
事
由
が
生
じ
た
日
の
翌
日
」
ま
た
は

「支
払
事
由
が
生
じ
た
日
」
と
す
る
旨
を
定
め
る
の
が
通
常
で
あ

っ
た
。
こ
の
種
の
約
款
規
定
は
、
昭
和
二
〇
年
代
の
後
半
か
ら
各
社
の

約
款
に
登
場
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②
　
商
法
の
規
定
の
下
に
お
い
て
消
滅
時
効
期
間
を
三
年
と
定
め
る
約
款
規
定
に
つ
い
て
は
、
「時
効
の
利
益
は
あ
ら
か
じ
め
放
棄
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
る
民
法

一
四
六
条
と
の
関
係
等
か
ら
、
そ
の
効
力
を
疑
間
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
平
成

一
五
年

一
二
月

一
一
日
判
決

（民
集
五
Ｌ
巻
一
百
年
二
九
六
頁
）
は
、
か
か
る

「時
効
消
滅
条
項
は
、
生
命
保
険
の
場
合
に
は
、
保
険
金
請

求
権
を
発
生
さ
せ
る
保
険
事
故
、
殊
に
被
保
険
者
の
死
亡
が
保
険
金
請
求
者
の
知
ら
な
い
間
に
生
ず
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
等
を
考

慮
し
て
商
法
所
定
の
Ｌ
記
消
滅
時
効
の
期
間
を
三
年
に
延
長
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
こ
の
約
款
規
定
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
判
決
し
て
い
る
。

０
　
保
険
法
九
圧
条

一
項
は
、
「保
険
給
付
を
請
求
す
る
権
利
、
保
険
料
の
返
還
を
請
求
す
る
権
利
及
び
第
六
三
条
又
は
九
二
条
に
規

定
す
る
保
険
料
積
立
金
の
払
戻
し
を
請
求
す
る
権
利
は
、
三
年
間
行
わ
な
い
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

従

っ
て
商
法
所
定
の
二
年
の
期
間
が
三
年
に
延
長
さ
れ
て
い
る
。

０
　
時
効
期
間
の
起
算
点
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
か
れ
て
お
り
、
最
高
裁
平
成

一
五
年

一
二
月

一
一
日
判
決

（民
集
五
七
巻
一
百
年
＾
三

九
六
頁
）
は
、
被
保
険
者
が
約
二
年
八
か
月
間
行
方
不
明
、
生
死
不
明
と
な

っ
て
い
た
後
、
死
亡
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
つ

き
、
被
保
険
者
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
消
滅
時
効
は
進
行
し
な
い
と
い
う
見
解
を
と

っ
て
い
る
が
、
保
険
法
で
は
こ
の
――１１
題
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に
つ
い
て
は
特
別
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。

一量
〈
　
保
険
料
返
還
義
務

①
　
商
法
は
六
四
三
条
で
損
害
保
険
契
約
に
関
し
て

「保
険
契
約
の
全
部
又
は

一
部
が
無
効
な
る
場
合
に
於
て
保
険
契
約
者
及
び
被
保

険
者
が
善
意
に
し
て
且
重
大
な
る
過
失
な
き
と
き
は
保
険
者
に
対
し
て
保
険
料
の
全
部
又
は

一
部
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
」
と
規

定
し
、
六
八
三
条

一
項
で
こ
れ
を
生
命
保
険
契
約
に
準
用
し
て
い
た
。
こ
の
規
定
は
、
保
険
契
約
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
保
険
者
が
保
険

料
返
還
義
務
を
負
う
範
囲
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
商
法
六
四
三
条
の

「被
保
険
者
」
は
、
生
命
保
険
契
約
の
場
合
に
は
保
険
金
受

取
人
と
読
み
替
え
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
学
説
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
生
命
保
険
契
約
の
全
部
又
は

一
部
が
無
効
と
な
る
場
合
に

は
、
保
険
者
は
保
険
契
約
者
及
び
保
険
金
受
取
人
が
善
意
で
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
に
か
ざ
り
、
保
険
料
の
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
保
険
者
の
保
険
料
返
還
義
務
の
範
囲
を
制
限
す
る
の
は
、
悪
意

・
重
過
失
の
あ
る
保
険
契
約
者
等
に
対
す
る
制
裁
の

趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
保
険
者
の
保
険
料
返
還
義
務
は
商
法
で
は
二
年
の
時
効
に
よ

っ
て
消
滅
す
る

（商
法
上ハ
杢

二
条

上
ハ
△
二

条
一
項
）。

②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
六
四
条

（保
険
料
の
返
還
の
制
限
）

保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
保
険
料
を
返
還
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

一
　

保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受
取
人
の
詐
欺
又
は
強
迫
を
理
由
と
し
て
生
命
保
険
契
約
に
係
る
意
思
表
示
を
取
り
消

し
た
場
合

一
一　
死
亡
保
険
契
約
が
第
二
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
場
合
。
た
だ
し
、
保
険
者
が
保
険
事
故
の
発
生
を
知

っ
て
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当
該
死
亡
保
険
契
約

の
中
込
み
又
は
そ
の
承
諾
を
し
た
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な

い
。

（こ
の
規
定
は
片
面
的
強
行
規
定
で
あ
る
。
保
険
法
六
五
条
三
項
）
。

③
　
商
法
と
比
較
す
る
と
、
商
法
で
は

「保
険
契
約
の
全
部
又
は

一
部
が
無
効
な
る
場
合
に
お
い
て
」
と
い
い
、
そ
の
無
効
の
原
因
を

示
し
て
い
な
い
の
で
、
保
険
料
返
還
義
務
が
制
限
さ
れ
る
場
合
の
範
囲
を
概
括
的
に
示
し
た
形
に
な

っ
て
い
る
が
、
保
険
法
で
は
保
険
料

返
還
義
務
が
制
限
さ
れ
る
場
合
を
個
別
的
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
保
険
法
で
は
保
険
者
が
保
険
料
返
還
義
務
を
負
わ
な
い
の
は
、
保

険
者
が
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受
取
人
の
詐
欺
又
は
強
迫
を
理
由
と
し
て
生
命
保
険
契
約
に
係
る
意
思
表
示
を
取
消
し
た

場
合
と
、
②
保
険
契
約
者
が
遡
及
保
険
契
約
の
中
込
又
は
そ
の
承
諾
を
し
た
時
に
お
い
て
、
当
該
保
険
契
約
者
又
は
保
険
金
受
取
人
が
既

に
保
険
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
場
合
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
②
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
「保
険
者
が
保
険
事
故

の
発
生
を
知

っ
て
当
該
保
険
契
約
の
申
込
み
又
は
そ
の
承
諾
を
し
た
と
き
は
、
保
険
料
返
還
義
務
を
負
う
」
と
い
う
例
外
が
あ
る
。

三
七
　
積
立
金
払
戻
義
務

０
　
商
法
は
、
保
険
者
は
、
次
の
各
場
合
に
お
い
て
保
険
金
の
支
払
を
要
し
な
い
と
き
は
、
「被
保
険
者
の
た
め
に
積
立
て
た
金
額
」

を
保
険
契
約
者
に
払
い
戻
す
義
務
を
負
う
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

①
・　
被
保
険
者
が
自
殺
、
決
闘
そ
の
他
の
犯
罪
又
は
死
刑
の
執
行
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合

（商
法
上ハ
八
〇
条
一
項
百
７

六
八
〇
条
一一項
）。

②
・　
保
険
金
額
を
受
け
取
る
べ
き
者
が
故
意
に
被
保
険
者
を
死
亡
さ
せ
た
場
合

（商
法
エハ
八
〇
条
一
項
一
一号
■
ハ
八
〇
条
二
項
）。

③
・　
被
保
険
者
が
戦
争
そ
の
他
の
変
乱
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
場
合

（商
法
エハ
四
〇
条
上
ハ
ハ
ニ
条
一
一項
）。

④
・　
保
険
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
保
険
契
約
者
が
契
約
を
解
除
し
、
又
は
解
除
が
行
な
わ
れ
な
い
た
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め
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
後
三
か
月
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
契
約
が
失
効
し
た
と
き

（商
法
上ハ
五
一
条
上
ハ
八
三
条
二
項
）。

⑤
・　
保
険
者
の
責
任
が
始
ま
る
前
に
保
険
契
約
者
が
保
険
契
約
を
解
除
し
た
場
合

（商
法
」（
Ｉ
一
条
ｉ
ハ
ハ
ニ
条
一一項
）。

⑥
・　
危
険
の
著
増
に
よ
り
保
険
契
約
が
失
効
し
、
又
は
解
除
さ
れ
た
場
合

（商
法
エハ
五
六
条
ｌ
ハ
五
七
条
―
．ハ
八
二
条
一
一喜

。

商
法
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
い
う

「被
保
険
者
の
た
め
に
積
立
て
た
金
額
」
と
は
、
保
険
者
が
保
険
契
約
上
の
責
任
に
備
え
る
た
め
収
入

保
険
料
の

一
部
を
積
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
責
任
準
備
金

（保
険
業
法
一
三
ハ
条
）
の
う
ち
、
当
該
保
険
契
約
に
対
応
す
る
金

額
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
約
款
で
は
こ
れ
を
責
任
準
備
金
と
い
う
の
が
通
常
で
あ
る
。
積
立
金
払
戻
義
務
は
商
法
上
は
二
年
の

時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

（商
法
Ｌハ
ハ

条^
）。

③
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
六
三
条

（保
険
料
積
工立
金
の
払
一戻
し
）

保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
山
に
よ
り
生
命
保
険
契
約
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
保
険
契
約
者

に
対

し
、
当
該
終
了

の
時

に
お
け
る
保
険
料
積
立
金

（受
領
し
た
保
険
料
の
総
額
の
う
ち
、
当
該
生
命
保
険
契
約
に
係
る
保
険
給
付
に
允
て
る
べ

き
も
の
と
し
て
、
保
険
料
又
は
保
険
給
付
の
額
を
定
め
る
た
め
の
予
定
死
亡
率
、
予
定
利
率
そ
の
他
の
計
算
の
基
礎
を
用
い
て
算
出
さ
れ
る
金
額
に
相
当
す

る
部
分
を
り
つ
。）
を
払

い
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
者
が
保
険
給
付
を
行
う
責
任
を
負
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

一　

第
五

一
条
各
号

（第
一
一号
を
除
く
。）
に
規
定
す
る
事
由

一
一　
保
険
者
の
責
任
が
開
始
す
る
前
に
お
け
る
第
五
四
条
又
は
第
五
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
解
除

〓
一　
第
五
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
解
除

四
　
第
九
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
生
命
保
険
契
約
の
失
効
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（こ
の
規
定
は
片
面
的
強
行
規
定
で
あ
る
。
保
険
法
六
五
条
三
項
）
。

０
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
保
険
法
で
は
、
商
法
で

「被
保
険
者
の
た
め
に
積
立
て
た
金
額
」
と
い
っ
て
い
た
も
の
を

「保
険
料
積
立
金
」

と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
保
険
法
で
は
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を
条
文
自
体
の
中
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
商
法
の
場
合
と
の

相
違
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
険
者
が
保
険
料
積
立
金
を
払
い
戻
す
場
合
の
範
囲
は
、
商
法
の
場
合
と
大
体
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
・　
保
険
法
六
三
条

一
号
の

「第
五

一
条
各
号

（第
一一口，
を
除
く
）
に
規
定
す
る
事
由
」
は
、
被
保
険
者
の
自
殺
な
ど
保
険
者
が
免
責
と

な
る
場
合
で
あ
る
。
商
法
上
は
積
立
金
払
戻
義
務
が
あ
る
。

②
・　
保
険
法
六
三
条
二
号
の

「保
険
者
の
責
任
が
開
始
す
る
前
に
お
け
る
第
五
四
条
又
は
第
五
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
」
の

う
ち
、
第
五
四
条
の
規
定
に
よ
る
解
除
は
保
険
契
約
者
に
よ
る
解
除
で
あ
る
。
保
険
法
の
規
定
の
こ
の
部
分
は
、
商
法
の

「保
険
者
の
貢

任
が
始
ま
る
前
に
保
険
契
約
者
が
保
険
契
約
を
解
除
し
た
場
合
」
（商
法
上ハ
五
一^栞

―
（^
ハ

条
＾
項^
）
に
対
応
す
る
。
保
険
法
の
規
定
で
い

う

「第
五
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
」
は
、
被
保
険
者
に
よ
る
解
除
請
求
が
あ

っ
た
場
合
の
保
険
契
約
者
に
よ
る
解
除
で
あ

っ

て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
商
法
に
は
規
定
が
な
い
Ｇ
な
お
保
険
法
に
よ
れ
ば
、
保
険
契
約
者
は
保
険
者
の
責
任
が
開
始
し
た
場
合
に
お
い
て

も
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

（五
四
条
）、
保
険
法
六
二
条
の
二
号
は

「保
険
者
の
責
任
が
開
始
す
る
前
に
お
け
る
解
除
」

の
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
保
険
契
約
者
が
保
険
者
の
責
任
の
開
始
後
に
保
険
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
お
け
る
保
険
料
積
立
金

の
払
戻
義
務
の
存
否
の
問
題
に
つ
い
て
は
保
険
法
に
は
規
定
が
な
い
。

③
・　
保
険
法
六
三
条
三
号
の

「第
五
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
」
は
、
危
険
増
加
に
よ
る
解
除
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
部
分

は
、
商
法
で
い
う

「危
険
の
著
増
に
よ
り
保
険
契
約
が
失
効
し
、
又
は
解
除
さ
れ
た
場
合
」
（商
法
エハ
五
エハ
条
上
ハ
五
七
条
ｌ
ハ
八

栗
．
‘^
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に
対
応
す
る
。

④
・　
保
険
法
六
三
条
四
号
の

「第
九
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
解
除
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
生
命
保
険
契
約
の
失

効
」
は
、
商
法
で
い
う

「保
険
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
う
け
た
場
合
に
お
い
て
、
保
険
契
約
者
が
契
約
を
解
除
し
、
ま
た
は
解
除

が
行
な
わ
れ
な
い
た
め
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
後
二
か
月
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
契
約
が
失
効
し
た
と
き
」
（商
法
上ハ
五
一
条
ｉ
ハ
▲
二

番

一項
）
に
対
応
す
る
。

三
八
　
解
約
払
戻
金
支
払
義
務

①
　
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
生
命
保
険
契
約
の
約
款
で
は

金
削
記
一一モ

で
述
べ
た
積
工立
金
払
一戻
義
務
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
と

、
①
保
険
契

約
者
が
第
二
回
以
後
保
険
料
を
支
払
わ
ず
保
険
契
約
が
失
効
と
な
っ
た
場
合
、
②
保
険
契
約
者
が
保
険
契
約
を
解
約
し
た
場
合
、
及
び
③

保
険
者
が
告
知
義
務
違
反
を
理
由
に
保
険
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
は
、
解
約
払
戻
金
を
支
払
う
旨
を
定
め
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

解
約
払
戻
金
は
解
約
返
戻
金
と
も
い
う
が
、
保
険
者
が
保
険
契
約
の
解
約
の
場
合
に
保
険
契
約
者
に
支
払
う
べ
き
も
の
と
定
め
て
い
る
金

額
で
あ
る
。
こ
れ
は

「被
保
険
者
の
た
め
に
積
立
て
た
金
額
」
（す
な
わ
ち
そ
の
契
約
の
責
任
準
備
金
）
か
ら

一
定
の
金
額

（い
わ
ゆ
る
解
約
控
除

額
）
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
通
常
は
積
立
金
よ
り
も
低
い
金
額
と
な
る
。

②
　
保
険
法
で
は
こ
の
解
約
払
戻
金
支
払
義
務
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「解
約
返
戻
金
に
つ
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
無
解
約
返
戻
金
型
商
品
や
低
解
約
返
戻
金
型
商
品
の
よ
う
に
、
商
品
設
計
と
も
密
接
に
関
連
し
て
多
種
多
様
な
算
出
方

法
が
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
に
妥
当
す
る

一
律
の
契
約
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
法
で
は
特
に
規
定
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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（１
）

保
険
法
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
本
稿
の

（
一
）

一
四
八
頁
に
記
載
し
た
文
献
の
ほ
か
次
の
も
の
が
あ
る
。

竹
演
修
　
木
ド
孝
治

・
新
井
修
司
編

・
保
険
法
改
正
の
論
点

（中
西
先
生
記
念
論
文
集
）
（法
律
文
化
社
、
平
成
二

一
年
二
月
）

萩
本
修
編
著
　
一
間

一
答
保
険
法

（商
事
法
務
、
平
成
二

一
年
五
月
）

金
澤
理
監
修

・
大
塚
英
明

・
児
Ｉ
康
人
編

・
新
保
険
法
と
保
険
契
約
法
理
の
新
た
な
展
開

（ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
二

一
年

一
〇
月
）

甘
利
公
人

・
山
本
哲
生
編

・
保
険
法
の
論
点
と
展
望

（商
事
法
務
、
平
成
二

一
年
六
月
）

山
ド
友
信

・
米
山
高
生
編
　
保
険
法
解
説
―
―
生
命
保
険
　
傷
害
疾
病
定
額
保
険

（有
斐
間
、
平
成
二
二
年
四
月
）

（２
）

萩
本
修
編
著
　
こ
れ

一
冊
で
わ
か
る
―
新
し
い
保
険
法
六
二
頁
。

（３
）

こ
の
種
の
約
款
規
定
に
つ
い
て
判
示
し
た
も
の
と
し
て
、
福
岡
高
判
平
成

一
六

・
七

。
一
三

（判
夕

一
一
六
七
号

一
六
頁
）
が
あ
る
。

（４
）

萩
本
修
編
著

・
一
間

一
答
保
険
法
七
四
頁
。

（５
）

萩
本
修
編
著
　
一
間

一
答
保
険
法
七
七
頁
。

（６
）

萩
本
修
編
著

・
こ
れ

一
冊
で
わ
か
る
―
新
し
い
保
険
法

一
一
○́
頁
。

Ⅷ
　
第
三
者

の
た
め

に
す

る
生
命
保
険
契
約

二
九
　
総
説

商
法
で
は
、
保
険
契
約
者
と
保
険
金
受
取
人
が
別
人
で
あ
る
場
合
を

「他
人
の
た
め
に
す
る
保
険
」
と
い
い
、
こ
れ
に
関
す
る
数
個
の

規
定
を
お
い
て
い
た

（商
法
」（七
五
条
―
エハ
七
七
条
）。
保
険
法
で
は
、
こ
の
種
の
契
約
の
名
称
を

「第
二
者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
」
に

改
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
す
る
商
法
の
規
定
を
大
幅
に
改
正
し
た
。
な
お
保
険
法
二
条
五
号
に
は
、
保
険
金
受
取
人
と
は

「保
険
給

付
を
受
け
る
者
と
し
て
生
命
保
険
契
約
又
は
傷
害
疾
病
定
額
保
険
契
約
で
定
め
る
も
の
を
い
う
」
と
の
定
義
規
定
が
あ
る
。
保
険
契
約
者



大阪学院大学法学研究 2010(371-48)48

と
保
険
金
受
取
人
と
が
同

一
人
で
あ
る
場
合
を

「自
己
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
」
と
い
う
こ
と
は
、
保
険
法
の
下
で
も
商
法
の
場

合
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

（た
だ
し
、
保
険
法
の
規
定
に
は

「自
己
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
）。

四
〇
　
保
険
金
受
取
人
の
権
利
取
得

０
　
商
法
六
七
五
条

一
項
は
、
「保
険
金
額
を
受
取
る
べ
き
者
が
第
二
者
な
る
と
き
は
其
第
二
者
は
当
然
保
険
契
約
の
利
益
を
享
受
す
。

但
保
険
契
約
者
が
別
段
の
意
思
を
表
示
し
た
る
と
き
は
其
意
思
に
従
ふ
」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
四
二
条
は
、
「保

険
金
受
取
人
が
生
命
保
険
契
約
の
当
事
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
保
険
金
受
取
人
は
、
当
然
生
命
保
険
契
約
の
利
益
を
享
受
す

る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
保
険
法
四
二
条
は
片
面
的
強
行
規
定
で
あ
る

（同
法
四
九
条
）。

②
　
第
二
者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
は
、
契
約
当
事
者
以
外
の
者
で
あ
る
保
険
金
受
取
人
に
直
接
保
険
者
に
対
し
て
保
険
給
付

を
求
め
る
権
利
を
与
え
る
趣
旨
を
ふ
く
む
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
の
意
味
で

「第
二
者
の
た
め
に
す
る
契
約
」
（民
法
墓
一モ
参

の

一
種
で

あ
る
。
保
険
金
受
取
人
と
な

っ
て
い
る
第
三
者
は
、
こ
の
契
約
の
効
果
と
し
て
、
直
接
保
険
者
に
対
し
て
保
険
給
付
を
請
求
す
る
権
利
を

取
得
す
る
。
し
か
も
、
―
―
民
法
五
三
七
条
で
は
、
第
二
者
の
権
利
は
そ
の
者
が
契
約
の
利
益
を
享
受
す
る
意
思
を
表
示
し
た
と
き
に
発

生
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
―
―
第
二
者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
の
保
険
金
受
取
人
は
、
受
益
の
意
思
表
示
を
な
す
こ
と
を
要

せ
ず
、
当
然
に
権
利
を
取
得
す
る

（保
険
法
四

一条
）。
以
上
の
点
は
、
商
法
六
七
五
条

一
項
の
場
合
も
保
険
法
四
二
条
の
場
合
も
同
様
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
　
保
険
金
受
取
人
と
定
め
ら
れ
た
者
が
保
険
金
請
求
権
の
取
得
を
希
望
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
権
利
取
得
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で

き

る
と

解

釈

さ

れ

る

（商
法
上ハ
五
二
条

上
ハ
八
三
条

一
項
参
昭
じ
。
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四

一　

権
利
取
得
の
時
期

保
険
金
受
取
人
が
保
険
金
請
求
権
を
取
得
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
商
法
の
規
定
の
下
で
は
、
「そ
の
者
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
指

定
が
保
険
契
約
締
結
の
際
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
保
険
契
約
締
結
の
時
、
指
定
が
保
険
契
約
締
結
後
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
指
定
の
時
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
説
明
は
、
実
質
上
は
、
契
約
当
事
者
以
外
の
者
が
保
険
金
受
取
人
と
な
り
、

権
利
を
取
得
す
る
面
を
重
要
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
説
明
は
、
例
え
ば
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
で
あ
る
Ａ
が
某
年
四
月
の

保
険
契
約
締
結
時
に
は
自
分
自
身
を
保
険
金
受
取
人
と
定
め
、
契
約
締
結
後
、
例
え
ば
同
年
五
月
に
別
人
Ｂ
を
保
険
金
受
取
人
と
定
め
る

場
合
に
は
、
こ
の
五
月
段
階
に
お
け
る
Ａ
の
行
為
は
、
Ｂ
を
保
険
金
受
取
人
に
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ

っ
て
い
る
。

商
法
の
規
定
で
は
、
例
え
ば
商
法
六
七
七
条

一
項
は
、
「保
険
契
約
者
が
契
約
後
保
険
金
額
を
受
取
る
べ
き
者
を
指
定
又
は
変
更
し
た
る

と
き
は
保
険
者
に
其
指
定
又
は
変
更
を
通
知
す
る
に
非
ざ
れ
ば
之
を
以
て
保
険
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ

の
規
定
は
保
険
契
約
締
結
後
に
保
険
金
受
取
人
の
指
定
が
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
、
四
三
条

一
項
で
、
「保
険
契
約
者
は
、
保
険
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
四
三
条
ｉ
項
で

「保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
保
険
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ

っ
て
す
る
」
と
規
定

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
で
は
、
上
記
の
例
の
五
月
段
階
に
お
け
る
保
険
契
約
者
兼
被
保
険
者
Ａ
の
行
為

（す
な
わ
ち
Ｂ
を
保
険
金
受

取
人
と
す
る
行
為
）
は
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定
で
は
な
く
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ

っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
契
約
締
結
時
に
は
Ａ
が
保
険
金
受
取
人
と
定
め
ら
れ
、
後
に
こ
れ
が
Ｂ
に
変
更
さ
れ
る
と
み
て
い
る
と
解
釈
さ

れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
保
険
法
で
は
、
保
険
契
約
締
結
後
に
保
険
金
受
取
人
の
指
定
と
い
う
行
為
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
保
険
金
受
取
人
の
指
定
は
す
べ
て
契
約
締
結
時
に
行
な
わ
れ
る
。
契
約
締
結
後
に
は
保
険
金
受
取
人
の
変
更
の
み
が
可
能
で
あ
る
。



人19x学院大学法学研究 2010(371-50)50

本
稿
の
以
下
の
説
明
で
は
、
保
険
法
の
こ
の
用
語
法
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

四
二
　
保
険
金
受
取
人
が
取
得
す
る
権
利

０
　
第
二
者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
に
お
け
る
保
険
金
受
取
人
は
、
直
接
保
険
契
約
に
も
と
づ
き
、
自
己
固
有
の
権
利
と
し
て

保
険
金
請
求
権
を
取
得
す
る
。
保
険
契
約
者
が
い
っ
た
ん
保
険
契
約
に
も
と
づ
い
て
取
得
し
た
権
利
を
、
保
険
契
約
者
わ
ら
承
継
的
に
取

得
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
は
じ
め
保
険
契
約
者
自
身
が
保
険
金
受
取
人
と
定
め
ら
れ
、
契
約
締
結
後
に
こ
れ
が
第
二
者
に
変

更
さ
れ
る
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。

②
　
第
二
者
で
あ
る
保
険
金
受
取
人
が
取
得
す
る
保
険
金
請
求
権
は
保
険
契
約
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
は
保
険
契

約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
ま
た
保
険
契
約
に
関
す
る
諸
事
情
に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
金
請
求
権
は
、
保
険
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
じ
め
て
具
体
的
な
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
権
利
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
保
険
事
故
が
発
生
し
て
も
、
保
険
者
免

責
事
由

（保
険
法
五
一
条
）
が
あ
る
と
き
は
、
保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
。
保
険
者
は
保
険
契
約
に
も
と
づ
く

一
切
の
抗
弁

事
由
を
保
険
金
受
取
人
に
対
し
て
も
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
　
第
二
者
で
あ
る
保
険
金
受
取
人
が
取
得
す
る
の
は
、
保
険
金
請
求
権
の
み
で
あ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
保
険
契
約
に
も
と
づ
く
そ

の
他
の
権
利
、
例
え
ば
保
険
証
券
の
交
付
請
求
権

（保
険
法
四
〇
条
）、
契
約
解
除
権
、
保
険
料
返
還
請
求
権
な
ど
は
、
契
約
当
事
者
と
し

て
の
保
険
契
約
者
に
帰
属
す
る
。
保
険
料
積
立
金
の
払
戻
請
求
権

（保
険
法
さ
二
条
）
も
同
様
で
あ
る
。
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四
三
　
保
険
金
受
取
人
の
義
務

保
険
金
受
取
人
は
上
記
の
よ
う
に
第
二
．者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
に
も
と
づ
き
保
険
金
請
求
権
を
取
得
す
る
。
し
か
し
、
契
約

当
事
者
の
合
意
に
よ
り
第
二
者
に
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
第
二
者
の
た
め
に
す
る
生
命
保
険
契
約
の

保
険
金
受
取
人
は
、
保
険
契
約
に
も
と
づ
い
て
当
然
に
義
務
を
負
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
険
法
は
、
保
険
金
受
取
人
は
被

保
険
者
死
亡
の
通
知
義
務
を
負
う
も
の
と
し
て
い
る

（同
法
五
〇
条
）。
商
法
は
こ
の
ほ
か
保
険
契
約
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

た
と
き
は
、
保
険
者
は
保
険
金
受
取
人
に
対
し
て
保
険
料
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
た
が

（商
法
エハ
●

一条
―
．ハ
八

三
条
一
項
）、
保
険
法
に
は
こ
の
趣
旨
の
規
定
は
な
い
。

四
四
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更

（権
限
の
留
保
を
要
し
な
じ

０
　
商
法
は
、
保
険
契
約
者
は
保
険
契
約
締
結
時
に
保
険
金
受
取
人
を
指
定
又
は
変
更
す
る
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
留

保
が
あ
る
場
合
に
は
、
保
険
契
約
者
は
保
険
者
又
は
も
と
の
保
険
金
受
取
人
の
同
意
を
え
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
保
険
金
受
収
人
を
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
た

（商
法
」ハ
Ｌ
圧
条
）。
従

っ
て
商
法
上
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・
変
更
権
を
留
保

し
て
い
る
場
合
と
、
指
定

・
変
更
権
を
留
保
し
て
い
な
い
場
合
と
が
あ
り
、
前
者
の
場
合

（指
定
　
変
更
権
の
留
保
が
あ
る
場
△じ

に
は
、
保

険
契
約
者
は
保
険
者

・
保
険
金
受
取
人
の
同
意
を
え
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
保
険
金
受
収
人
の
指
定

・
変
更
が
で
き
る
が
、
後
者
の
場
合

（指
定

変
更
権
の
留
保
が
な
い
場
△こ

に
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
者

・
保
険
金
受
取
人
の
同
意
な
し
に
保
険
金
受
取
人
を
指
定

・
変
更
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・

変
更
権
の
留
保
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
定
を
設
け
て
い
る
の
が
通
常
で
あ

っ
た
。
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②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
、
「保
険
契
約
者
は
、
保
険
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
規
定
し
て
い
る

（四
二
条
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
保
険
契
約
者
が
契
約
締
結
時
に
保
険
金
受
取
人
の
指
定
又
は
変
更
を
す
る
権
利

を
留
保
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
問
題
と
な
ら
な
い
。
保
険
法
で
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
変
更
の
権
利
を
事
前
に
留
保
し
て

い
な
い
と
き
で
も
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
保
険
契
約
者
が

保
険
金
受
取
人
の
指
定

。
変
更
権
を
有
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
に

つ
い
て
保
険
契
約
者
が
有
す
る
利
益
を
重
視
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

な
お
保
険
法
四
三
条
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
な
し
う
る
の
は
保
険
事
故
発
生
の
時
ま
で
で
あ
る
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
は
商
法
に
は
明
文
の
規
定
が
な
か

っ
た
点
で
あ
る
。

③
　
保
険
法
四
三
条
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
強
行
規
定
と
す
る
旨
を
定
め
る
規
定
は
な
く
、
同
条
は
任
意
規
定
で
あ
る
。
従

っ
て
、
約
款

で
こ
れ
を
変
更
し
て
、
例
え
ば

「保
険
契
約
者
は
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
旨
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

で
あ
る
。
約
款
に
こ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
と
き
は
、
保
険
契
約
者
に
よ

っ
て
い
っ
た
ん
保
険
金
受
取
人
と
定
め
ら
れ
た
者
は
、
確
定
的

に
保
険
金
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
保
険
契
約
者
は
保
険
金
受
取
人
の
変

更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
保
険
法
の
下
で
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
の
変
更
が
で
き
な
い
旨

を
定
め
る
約
款
規
定
が
実
際
に
ど
の
程
度
出
現
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

に
　
商
法
は
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・
変
更
権
の
留
保
が
あ
る
場
合
に
関
し
て
、
保
険
契
約
者
が
そ
の
権
利
を
行
使
し
な
い
で
死
亡

し
た
と
き
は
、
保
険
金
受
取
人
の
権
利
は
こ
れ
に
よ

っ
て
確
定
す
る
と
規
定
し
て
い
た

高
法
・．ハ
し
た
冬

３^

。
保
険
契
約
者
が
同
時
に

被
保
険
者
で
な
い
場
合
に
は
、
は
じ
め
の
保
険
契
約
者
が
死
亡
し
て
も
保
険
契
約
は
当
然
に
終
了
と
は
な
ら
ず
、
保
険
契
約
者
の
相
続
人
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が
保
険
契
約
者
の
地
位
を
承
継
し
て
、
保
険
契
約
は
引
続
い
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
商
法
の
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
保
険
金

受
取
人
の
指
定

・
変
更
が
で
き
る
の
は
、　
一
番
は
じ
め
の
保
険
契
約
者
だ
け
で
あ
る
。
保
険
契
約
者
の
承
継
人
は
、
自
分
が
保
険
料
の
支

払
を
続
け
て
い
く
場
合
で
も
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・
変
更
は
で
き
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
保
険
法
に
は
こ
の
趣
旨
の
規
定
は
な
い
。

は
じ
め
の
保
険
契
約
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人
な
ど
保
険
契
約
者
の
地
位
を
承
継
す
る
者
は
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

四
五
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更

（効
力
発
生
要
件
等
）

①
　
商
法
は
、
保
険
契
約
者
が
保
険
契
約
締
結
後
に
保
険
金
受
取
人
を
指
定
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
保
険
者
に
そ
の
指
定
又
は
変
更

を
通
知
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も

っ
て
保
険
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し
、
従

っ
て
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・
変

更
の
対
抗
要
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定

。
変
更
の
意
思
表
示
は
誰
に
対
し
て
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
規

定
し
て
い
な
い
。
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
学
説
で
は
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・
変
更
の
意
思
表
示
は
保
険
者
に
対
し
て
し
て
も
よ

い
が
、
例
え
ば
新
し
く
保
険
金
受
取
人
に
な
る
者
等
、
保
険
者
以
外
の
者
に
対
す
る
意
思
表
示
で
も
よ
い
と
す
る
者
が
多

い
。
判
例
で

は
、
最
高
裁
昭
和
六
二
年

一
〇
月
二
九
日
判
決

（民
集
四
一
巻
七
号
一
五
＾
一Ｌ
頁
）
は
、
「商
法
六
Ｌ
五
条
な

い
し
六
七
七
条
の
規
定
の
趣
旨

に
照
ら
す
と
、
保
険
契
約
者
が
保
険
金
受
取
人
を
変
更
す
る
権
利
を
留
保
し
た
場
合

（同
法
」（
Ｌ
五
条
一
項
但
量
こ

に
お
い
て
、
保
険
契
約

者
が
す
る
保
険
金
受
取
人
を
変
更
す
る
意
思
表
示
は
、
保
険
契
約
者
の

一
方
的
意
思
表
示
に
よ

っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
意
思
表
示
の
相
手
方
は
必
ず
し
も
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
新
旧
保
険
金
受
取
人
の
い
ず
れ
に
対
し
て
し
て
も
よ
く
、
こ

の
場
合
に
は
、
保
険
者

へ
の
通
知
を
必
要
と
せ
ず
、
右
意
思
表
示
に
よ

っ
て
直
ち
に
保
険
金
受
取
人
変
更
の
効
力
が
生
ず
る
も
の
と
解
す
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る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
、
「保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
保
険
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ

っ
て
す
る
」
と
定
め
る
と
と
も

に

（保
険
法
四
二
条
一
一項
）、
「前
項
の
意
思
表
示
は
、
そ
の
通
知
が
保
険
者
に
到
達
し
た
と
き
は
、
当
該
通
知
を
発
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
た
だ
し
、
そ
の
到
達
前
に
行
わ
れ
た
保
険
給
付
の
効
力
を
妨
げ
な

い
」
と
規
定
し
て
い
る

（保
険
法
四
二
条
三

項
）。四

六
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更

（導
一〓口に
よ
る
変
更
）

０
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
遺
言
で
な
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
商
法
に
は
規
定
が
な
く
、
商
法
の
下
に
お
け
る
解
釈
論
と
し
て
は
、

見
解
が
わ
か
れ
て
い
た
。
遺
言
で
で
も
な
し
う
る
と
す
る
見
解
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
反
対
説
も
あ
り
、
こ
れ
と
別
に

「遺
言
の

場
を
借
り
て
」
保
険
金
受
取
人
の
変
更
を
な
し
う
る
と
す
る
見
解
も
あ

っ
た
。
こ
の
最
後
の
見
解
は
、
遺
言
の
効
力
の
発
生
時
期

（す
な

わ
ち
遺
言
者
の
死
亡
の
時
、
民
法
九
八
五
条
）
よ
り
も
早
い
時
期
、
例
え
ば
遺
言
作
成
の
時
、
に
保
険
金
受
取
人
変
更
の
効
力
が
生
ず
る
こ
と

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

υ
　
保
険
法
で
は

「保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
遺
言
に
よ

っ
て
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
と
と
も
に

（四
四
条
一
項
）、
「遺

言
に
よ
る
保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
そ
の
遺
言
が
効
力
を
生
じ
た
後
、
保
険
契
約
者
の
相
続
人
が
そ
の
旨
を
保
険
者
に
通
知
し
な
け
れ

ば
、
こ
れ
を
も

っ
て
保
険
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
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四
七
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更

（保
険
金
受
取
人
が
先
に
死
亡
し
た
場
△３

０
　
保
険
金
受
取
人
が
保
険
契
約
者

（兼
被
保
険
キ
）
よ
り
も
先
に
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
保
険
契
約
者

（兼
被

保
険
者
）
が
保
険
金
受
取
人
を
別
の
者
に
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
新
し
い
保
険
金
受
取
人
が
保
険
金
請
求
権
を
取
得
す
る
。
こ
の
場
合

に
は
、
通
常
は
特
別
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
は
じ
め
の
保
険
金
受
取
人
の
死
亡
後
、
保
険
金
受
取
人
の
変
更
が
行
な
わ
れ
て
い
な

い
段
階
で
保
険
契
約
者

（兼
被

保
険
者
）
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
ど
う
な
る
か
。
こ
の
問
題
は
や
や
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
判
例
で
は
、
大
審
院
大
正

一
一

年
二
月
七
日
判
決
が

「商
法
四
二
八
条
の
三
第
二
項

〔昭
和

一
三
年
改
正
商
法
六
七
六
条
二
項
〕
の
適
用
に
よ
り
、
は
じ
め
の
保
険
金
受

取
人
の
相
続
人
が
保
険
金
受
取
人
と
な
る
。
そ
の
者
も
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相
続
人
の
相
続
人
又
は
そ
の
順
次
の
相
続
人
で
被
保

険
者
死
亡
の
時
に
生
存
し
て
い
る
者
が
保
険
金
受
取
人
と
な
る
」
と
い
う
見
解
を
と
り
、
こ
れ
が
最
近
の
最
高
裁
判
決
で
も
受
け
つ
が
れ

て
い
る

（例
え
ば
最
判
平
成
７‐
．
九
・
七
民
集
四
七
巻
七
号
四
七
四
〇
頁
）。

以
上
の
判
例
の
見
解
に
対
し
て
、
学
説
で
は
こ
れ
に
賛
成
の
も
の
が
多
い
。

商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
次
の
規
定
を
設
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
「死
亡
保
険
金
受
取
人
の
死
亡
時
以
後
、
死
亡
保

険
金
受
取
人
の
変
更
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
間
に
死
亡
保
険
金
の
支
払
事
由
が
発
生
し
た
と
き
は
、
死
亡
保
険
金
受
取
人
の
死
亡
時
の
法

定
相
続
人

（法
定
相
続
人
の
つ
ち
死
亡
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
順
次
の
法
定
相
続
人
）
で
死
亡
保
険
金
の
支
払
事
由

の
発
生
時
に
生
存
し
て
い
る
者
を
死
亡
保
険
金
受
取
人
と
し
ま
す
。
」
こ
れ
は
、
上
記
の
大
審
院
判
決
及
び
最
高
裁
判
決
が
述
べ
て
い
る

こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
約
款
で
定
め
る
趣
旨
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

②
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
保
険
法
で
は
、
「保
険
金
受
取
人
が
保
険
事
故
の
発
生
前
に
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
相
続
人
の
全
員
が
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保
険
金
受
取
人
と
な
る
」
と
い
う
規
定
が
設
け
ら
れ
た

（四
上ハ
条
）。
そ
の
具
体
的
適
川
に
つ
い
て
は
各
場
合
に
つ
い
て
個
別
的
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

四
人
　
保
険
金
受
取
人
の
変
更

（被
保
険
者
の
同
意
）

保
険
法
四
五
条

（保
険
金
受
取
人
の
変
更
に
つ
い
て
の
被
保
険
者
の
同
意
）
は
、
「死
亡
保
険
契
約
の
保
険
金
受
取
人
の
変
更
は
、
被
保
険
者
の

同
意
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

商
法
で
は
、
六
七
七
条
二
項
で
、
他
人
の
生
命
の
保
険
契
約
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
六
七
四
条

一
項
を
保
険
金
受
取
人
の
指
定
及
び
変

更
に
準
用
す
る
旨
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
保
険
契
約
者
と
被
保
険
者
が
別
人
で
あ
る
契
約
に
お
い
て
、
保
険
契
約
者
が
契
約

締
結
後
に
保
険
金
受
取
人
の
指
定
又
は
変
更
を
す
る
場
合
に
は
、
―
―
被
保
険
者
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
場
合
の
ほ
か
は
―
―
被
保
険

者
の
同
意
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
商
法
で
は
こ
の
よ
う
に
、
保
険
金
受
取
人
の
指
定

・
変
更
に
よ
り
被
保
険
者
を
保
険

金
受
取
人
と
す
る
場
合
に
は
被
保
険
者
の
同
意
を
え
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
保
険
法
に
は
こ
の
趣
旨
の
定
め

は
な
く
、
被
保
険
者
を
保
険
金
受
取
人
と
す
る
場
合
に
も
被
保
険
者
の
同
意
を
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

四
九
　
保
険
金
受
取
人
の
介
入
権

０
　
保
険
金
受
取
人
は
保
険
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
保
険
金
の
支
払
を
う
け
る
権
利
を
有
す
る
が
、
保
険
契
約
の
存
続
中
に
保
険
契

約
者
の
資
産
状
態
が
悪
化
し
、
保
険
契
約
者
の
債
権
者
が
解
約
返
戻
金
を
差
押
え
て
保
険
契
約
を
解
除
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
と
き

は
、
保
険
金
受
取
人
の
権
利
は
失
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
保
険
金
受
取
人
は
解
約
返
戻
金
に
相
当
す
る
金
額
を
差
押
債
権
者
に
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支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
差
押
債
権
者
の
解
除
の
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
の
が
保
険
金
受
取
人
の
介
入
権
の
制
度
で
あ

る
。
保
険
金
受
取
人
に
こ
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
保
険
金
受
取
人
は
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
契
約
者
の
債
権

者
等
に
よ
り
保
険
契
約
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
、
保
険
契
約
上
の
利
益
を
引
続
い
て
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
介
人
権
に
つ
い
て

は
商
法
に
は
規
定
が
な
か

っ
た
が
、
保
険
法
は
こ
の
権
利
を
認
め
る
規
定
を
新
設
し
た

（六
〇
条
―
」今
．条
）。

②
　
保
険
法
に
よ
れ
ば
、
①
保
険
契
約
者
の
債
権
者
が
解
約
返
戻
金
請
求
権
を
差
押
え
、
保
険
契
約
を
解
除
し
て
解
約
返
戻
金
の
支
払

を
う
け
よ
う
と
す
る
場
合

Ｔ

記
０
で
述
べ
た
場
〈じ

の
ほ
か
、
②
保
険
契
約
者
が
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
う
け
、
破
産
管
財
人
が
保
険

契
約
を
解
除
し
て
解
約
返
戻
金
を
破
産
財
団
に
組
入
れ
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
に
も
、
介
人
権
が
認
め
ら
れ
る
。

保
険
法
は
こ
の
場
合
の
差
押
債
権
者
等
の
解
除
は
、
そ
の
通
知
が
さ
れ
て
か
ら

一
か
月
を
経
過
し
た
と
き
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す

る
と
と
も
に

■
ハ
○
条
一
項
）、
そ
の
間
に
保
険
金
受
取
人
が
保
険
契
約
者
の
同
意
を
え
て
、
解
約
返
戻
金
に
相
当
す
る
金
額
を
差
押
債
権

者
等
の
解
除
権
者
に
支
払
い
、
保
険
者
に
対
し
て
そ
の
通
知
を
す
れ
ば
、
差
押
債
権
者
等
の
解
除
は
効
力
を
生
じ
な
い
と
し
て
い
る

（」（

○
条
１
項
）。
こ
こ
で
い
う

「解
約
返
戻
金
に
相
当
す
る
金
額
」
は
、
法
文
で
は
、
「そ
の
通
知
の
日
に
当
該
死
亡
保
険
契
約
の
解
除
の
効

力
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
保
険
者
が
解
除
権
者
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
金
額
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
介
人
権
を
認
め
ら
れ
る
の
は
、
保
険

契
約
者
以
外
の
保
険
金
受
取
人
で
あ

っ
て
、
保
険
契
約
者
も
し
く
は
被
保
険
者
の
親
族
又
は
被
保
険
者
で
あ
る
も
の
に
か
ざ
ら
れ
る

■
ハ

○
条
一
項^
）。
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Ⅸ
　

保

険

金

請

求

権

の
譲

渡

等

に

つ
い
て

の
被

保

険

者

の
同

意

五
〇
　
総
説

①
　
商
法
は
、
他
人
の
死
亡
を
保
険
事
故
と
す
る
保
険
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
そ
の
者
の
同
意
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

ほ
か
、
①
他
人
の
死
亡
の
保
険
契
約
に
お
い
て
そ
の
契
約
か
ら
生
ず
る
権
利
を
譲
渡
す
る
場
合
、
及
び
②
保
険
契
約
者
が
被
保
険
者
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
保
険
金
額
を
受
取
る
べ
き
者
が
そ
の
権
利
を
譲
渡
す
る
場
合
に
も
被
保
険
者
の
同
意
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
た

（商
法
エハ
七
四
条

．【
一項
）。
保
険
金
請
求
権
の
譲
受
人
が
保
険
契
約
を
悪
用
す
る
状
況
が
生
ず
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は

「死
亡
保
険
契
約
に
基
づ
き
保
険
給
付
を
請
求
す
る
権
利
の
譲
渡
又
は
当
該
権
利
を
目
的
と
す
る
質

権
の
設
定

（保
険
事
故
が
発
生
し
た
後
に
さ
れ
た
も
の
を
除
く
）
は
、
被
保
険
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
」
と
規
定
し
て
い

る

（四
七
条
）。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
商
法
六
七
四
条
二
項
三
項
と
同
じ
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
保
険
法
で
は
、
保

険
金
請
求
権
に
対
す
る
質
権
の
設
定
に
つ
い
て
も
被
保
険
者
の
同
意
を
要
求
し
て
い
る
。
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Ｘ
　

生

命

保

険

契

約

の
終

了

五

一　
保
険
契
約
者
に
よ
る
解
除

０
　
商
法
で
は
、
六
五
三
条
で
損
害
保
険
契
約
に
関
し

「保
険
者
の
責
任
が
始
ま
る
前
に
於
て
は
保
険
契
約
者
は
契
約
の
全
部
又
は

一

部
の
解
除
を
為
す
こ
と
を
得
」
と
規
定
し
、
六
八
三
条

一
項
で
こ
れ
を
生
命
保
険
契
約
に
準
用
し
て
い
た
。
保
険
法
で
は
こ
れ
を
改
め

「保
険
契
約
者
は
、
い
つ
で
も
生
命
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
保
険
契
約
者
は
保
険
者
の
責
任
開
始

の
前
後
を
問
わ
ず
、
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
解
除
の
効
力
に
つ
い
て
は
保
険
法
五
九
条
で

「生
命

保
険
契
約
の
解
除
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
み
そ
の
効
力
を
生
ず
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

υ
　
約
款
で
は
、
従
来
か
ら
、
保
険
契
約
者
は
い
つ
で
も
保
険
契
約
を
将
来
に
向
か
っ
て
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る

の
が
通
常
で
あ
る
。
な
お
約
款
で
は
保
険
者
は
解
約
返
戻
金
を
支
払
う
旨
を
定
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
保
険
法
で
は
こ
の
場
合
の
解

約
返
戻
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。

五
二
　
重
大
事
由
に
よ
る
解
除
権

０
　
重
人
事
由
に
よ
る
解
除
権
と
は
、
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受
取
人
が
、
保
険
契
約
締
結
後
に
、
故
意
の
保
険
事
故

招
致
や
保
険
事
故
発
生
の
仮
装
に
よ
る
保
険
金
請
求
な
ど
の
詐
欺
的
な
保
険
金
請
求
を
行
な
っ
た
場
合
に
、
保
険
者
が
信
頼
関
係
の
破
壊

を
理
由
と
し
て
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
。
こ
れ
を

「重
大
事
由
に
よ
る
解
約
権
」
、
又
は

「特
別
解
約
権
」
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と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
解
除
権
に
つ
い
て
は
商
法
に
は
規
定
が
な
く
、
学
説
で
は
昭
和
五
五
年
頃
か
ら
解
釈
論
と
し
て
こ
れ
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
学
説
で
は
、
こ
れ
と
異
な
り
、
信
頼
関
係
の
破
壊

を
理
由
に
こ
の
解
除
権
を
認
め
る
の
は
適
当
で
な
く
―
―
危
険
の
著
増
等
の
―
―
別
の
理
論
構
成
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
も
の
も
あ

′０
。

（
１
）

商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
判
例
で
は
、
重
大
事
由
に
よ
る
解
除
権
を
認
め
た
下
級
審
判
決
が
数
件
あ
る
。

保
険
約
款
で
は
、
疾
病
保
険
関
係
の
特
約
に
つ
い
て
は
昭
和
六
二
年
か
ら
、
主
契
約
た
る
生
命
保
険
契
約
の
約
款
で
は
昭
和
六
三
年
か

ら
、
保
険
者
に
重
大
事
由
解
除
権
を
認
め
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
約
款
で
は
、
「重
大
事
由
に
よ
る
解
除
」
の
見
出
し
の
下
に
、
解
除

事
由
、
解
除
通
知
の
相
手
方
、
解
除
の
効
果
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

解
除
事
由
に
つ
い
て
は
、
商
法
の
規
定
の
下
に
お
け
る
約
款
で
は
、
①
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
の
受
取
人
が
保
険
金
、

年
金
又
は
給
付
金
を
詐
取
す
る
目
的
、
も
し
く
は
第
三
者
に
保
険
金
、
年
金
又
は
給
付
金
を
詐
取
さ
せ
る
目
的
で
事
故
招
致
を
し
た
場

合
、
②
保
険
金
、
年
金
又
は
給
付
金
の
請
求
に
関
し
、
保
険
金
、
年
金
又
は
給
付
金
の
受
取
人
の
詐
欺
が
あ

っ
た
場
合
、
③
他
の
保
険
契

約
と
の
重
複
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
に
か
か
る
給
付
金
額
等
の
合
計
額
が
著
し
く
過
大
で
あ

っ
て
、
保
険
制
度
の
目
的
に
反
す
る
状
態
が

も
た
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
④
そ
の
他
保
険
契
約
ま
た
は
付
加
し
て
い
る
特
約
を
継
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
え
な
い
第

一
号
か

ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
を
あ
げ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
解
除
の
効
果
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
約
款

は
告
知
義
務
違
反
の
場
合
の
解
除
の
効
果
の
規
定
を
準
用
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

②
　
保
険
法
で
は
次
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

保
険
法
五
七
条

（重
人
事
由
に
よ
る
解
除
）

保
険
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
命
保
険
契
約

（第
一
号
の
場
合
に
あ
っ



61(37161)生 命保険法の改 I11(二  完)(中 西 )

て
は
、
死
亡
保
険
契
約
に
限
る
。
）
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　

保
険
契
約
者
又
は
保
険
金
受
取
人

が
、
保
険
者

に
保
険
給
付
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
故
意

に
被
保
険
者
を
死
亡
さ

せ
、
又
は
死
亡
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
。

一
一　
保
険
金
受
取
人
が
、
当
該
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
給
付
の
請
求
に
つ
い
て
許
欺
を
行
い
、
又
は
行
お
う
と
し
た
こ
と
。

，
一　
前
一
号^
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
保
険
者
の
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受
取
人
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
い
、
当
該

生
命
保
険
契
約
の
存
続
を
困
難
と
す
る
重
大
な
事
山

保
険
法
五
七
条
に
よ
る
解
除
の
効
力
に
つ
い
て
は
、　
一
般
に
は
、
「生
命
保
険
契
約
の
解
除
は
、
将
来
に
向
か

っ
て
の
み
そ
の
効
力
を

生
ず
る
」
と
い
う
保
険
法
五
九
条

一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
保
険
法
五
九
条
三
項
〓
号^
で
は
、
重
大
事
由
に
よ
る

解
除
の
場
合
に
は
、
保
険
法
五
七
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
時
か
ら
解
除
が
さ
れ
た
時
ま
で
に
発
生
し
た
保
険
事
故
に
つ
い
て
は

保
険
者
は
保
険
金
支
払
義
務
を
負
わ
な
い
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
重
人
事
山
解
除
の
場
合
に
お
け
る
保
険
金
支
払
義
務
の
存
否
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
保
険
法
五
九
条

一
項
と
は
別
の
規
定
で
定
め
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
従

っ
て
、
重
大
事
由
に
よ
る
解
除
が
行
な
わ
れ
た

場
合
の
保
険
金
支
払
義
務
の
存
否
の
問
題
は
、
こ
の
後
者
の
規
定

（す
な
わ
ち
五
九
条
二
項
一吾
〓

に
よ

っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
険
法
五
七
条
の
規
定
に
反
す
る
特
約
で
、
保
険
契
約
者
、
被
保
険
者
又
は
保
険
金
受
取
人
に
不
利
な
も
の
は
無
効
で
あ
る

（保
険
法

六
五
条
三
号
）
。

③
　
保
険
法
五
七
条
が
定
め
て
い
る
解
除
事
由
は
、
大
体
に
お
い
て
以
前
の
約
款
が
定
め
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
以
前
の
約
款

規
定
に
あ

っ
た

「他
の
保
険
契
約
と
の
重
複
に
よ
っ
て
保
険
金
額
が
著
し
く
過
大
で
あ
る
場
合
」
は
、
保
険
法
五
七
条
の
文
言
に
は
出
て

い
な
い
が
、
保
険
法
で
は
こ
れ
を
五
七
条
三
号
に
ふ
く
め
て
判
断
す
る
―
―
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
実
質
的
に
み
て
五
七
条
三
号
に
該
当
す
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る
場
合
に
は
三
号
事
由
に
よ
る
解
除
を
認
め
る
―
―

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

五
一二
　
被
保
険
者
に
よ
る
解
除
請
求

０
　
保
険
契
約
者
が
自
分
以
外
の
者
を
被
保
険
者
と
す
る
死
亡
保
険
契
約
を
締
結
す
る
に
は
、
被
保
険
者
に
な
る
者
の
同
意
を
え
な
け

れ
ば
な
ら
な

い

（保
険
泌
一天
条
）。
被
保
険
者
が
保
険
契
約
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
自
己
を
被
保
険
者
と
す
る
死
亡
保
険
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
同
意
を
与
え
、
保
険
契
約
が
締
結
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
保
険
契
約
締
結
後
に
、
例
え
ば
保
険
契
約
者
が
保
険
金
取
得
目
的
の

た
め
に
被
保
険
者
を
殺
害
す
る
意
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
被
保
険
者
が
そ
の
保
険
契
約
の
解
消
を
希
望
す
る
状
況
が
生
ず
る
こ
と
が

あ
る
。
商
法
の
規
定
の
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
被
保
険
者
が
以
前
に
与
え
た
同
意
を
撤
回
し
、
又
は
そ
の
他
保
険
契
約
を
解
消
す

る
た
め
の
手
段
が
な
か
っ
た
。

②
　
こ
れ
に
対
し
て
保
険
法
で
は
、
被
保
険
者
は

一
定
の
場
合
に
は
保
険
契
約
者
に
対
し
当
該
死
亡
保
険
契
約
の
解
除
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
た
。
被
保
険
者
が
解
除
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
の
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
該
当
す
る

場
合
で
あ
る

（保
険
法
五
八
条
一
項
）。

第

一
号
―
―
保
険
法
五
七
条

一
号
又
は
二
号
に
か
か
げ
る
事
由
が
あ
る
場
合
。

第
二
号
―
―
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
被
保
険
者
の
保
険
契
約
者
又
は
保
険
金
受
取
人
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
い
、
当
該
死
亡
保

険
契
約
の
存
続
を
困
難
と
す
る
重
大
な
事
由
が
あ
る
場
合
。

第
二
号
―
―
保
険
契
約
者
と
被
保
険
者
と
の
間
の
親
族
関
係
の
終
了
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
第
二
八
条
の
同
意
を
す
る

に
当
た

っ
て
基
礎
と
し
た
事
情
が
著
し
く
変
更
し
た
場
合
。
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以
上
の
う
ち
第

一
号
で
い
う
保
険
法
五
七
条

一
号
に
か
か
げ
る
事
由
は
、
「保
険
契
約
者
又
は
保
険
金
受
取
人
が
、
保
険
者
に
保
険
給

付
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
故
意
に
被
保
険
者
を
死
亡
さ
せ
、
又
は
死
亡
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
」
で
あ
る
。
第

一
号
で
い
う
保

険
法
五
七
条
二
号
に
か
か
げ
る
事
由
は
、
「保
険
金
受
取
人
が
、
当
該
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
保
険
給
付
の
請
求
に
つ
い
て
詐
欺
を
行

い
、
又
は
行
お
う
と
し
た
こ
と
」
で
あ
る
。

③
　
保
険
法
五
八
条
二
項
は
、
「保
険
契
約
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
死
亡
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、

当
該
死
亡
保
険
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
や
や
複
雑
で
あ
る
が
、
「被
保
険
者
が
保
険
法
所

定
の
要
件
を
み
た
す
解
除
請
求
を
し
た
と
き
は
、
保
険
契
約
者
は
保
険
契
約
を
解
除
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
保
険
契
約
者
が
解

除
を
し
な
い
と
き
は
、
被
保
険
者
は
保
険
契
約
者
に
対
し
て
保
険
契
約
の
解
除
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る

（民
執
一
ヒ
四
条

一
項
参
昭
ど

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（１
）

大
阪
地
判
昭
和
六
〇
年
八
月
三
〇
日

（判
時
一
一
八
三
号
一
五
´
貞́
）、
東
京
地
判
昭
和
六
三
年
五
月
二
三
日

（判
時
一
二
九
七
号
一
二
九
頁
）、
岐
Ｌ

地
判
平
成
一
二
　
三
・
二
三

（金
融
商
事
判
例
一
一
三
一
号
四
三
頁
）。

（２
）

萩
本
修
編
著

・
一
間
一
答
保
険
法
一
九
七
頁
。


